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中
川
先
生
の
へ
ん
て
こ
日
本
語 

 

い
い
で
す 

 
 コ

ン
ビ
ニ
で
買
い
物
し
、
レ
ジ
に
て
「
〇
〇
カ
ー
ド
お
持
ち
で
す
か
」
と
聞
か
れ

た
。
「
持
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
る
と
、
「
い
い
で
す
か
」
と
返
っ
て
き
た
。
こ
の

「
い
い
で
す
か
」
の
意
味
が
よ
く
分
か
ら
ず
、
思
案
し
て
一
日
を
過
ご
し
た
。 

 

「
い
い
で
す
」
に
は
、
「
す
ば
ら
し
い
、
ナ
イ
ス
」
を
表
す
場
合
と
、
「
お
取
り

し
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
う
提
案
に
対
し
て
「
い
や
、
い
い
で
す
」
と
断
る
、
相
反

す
る
意
味
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
後
者
に
対
し
て
は
、
最
近
な
ら
「
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
で
す
」
と
断
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。 

 

な
ぜ
私
が
「
い
い
で
す
」
が
し
っ
く
り
こ
な
い
と
感
じ
た
の
か
。
「
持
っ
て
い

な
い
の
な
ら
、
ポ
イ
ン
ト
は
入
ら
な
い
け
れ
ど
」
と
か
「
こ
の
ま
ま
レ
ジ
に
進
ん

で
も
い
い
で
す
か
」
の
よ
う
な
、
「
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
不

利
益
に
な
る
」
こ
と
を
諭
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
店
員
さ
ん
の
高
飛
車
な
態
度
に
難

癖
（
な
ん
く
せ
）
を
感
じ
た
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。 

五
〇
一
円
の
買
い
物
を
し
て
、
一
〇
〇
〇
円
札
を
差
し
出
し
た
。
店
員
さ
ん
に

「
い
い
で
す
か
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
こ
れ
は
「
つ
り
銭
が
細
か
く
な
る
と
い
う
不

利
益
を
与
え
る
け
れ
ど
か
ま
い
ま
せ
ん
か
」
の
意
味
で
あ
り
、
「
お
弁
当
温
め
ま

す
か
（
温
め
ま
し
ょ
う
か
）
」
に
対
し
て
「
い
い
で
す
」
と
言
え
ば
、
せ
っ
か
く

の
提
案
を
断
る
こ
と
に
な
る
。
や
は
り
「
い
い
で
す
」
は
曲
者
（
く
せ
も
の
）
で

あ
る
。 

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
は
、
留
学
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
き
た
。
プ
ラ
ス
に
も
マ
イ
ナ
ス
に
も
解
釈
さ
れ
る
表
現
の
使
い
分
け
に
は
、
十

分
気
を
つ
け
た
ほ
う
が
「
い
い
」
よ
う
だ
。 

「
持
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
返
答
に
対
し
て
「
失
礼
い
た
し
ま
し
た
」
と
返
し

て
く
れ
る
店
員
さ
ん
も
い
る
が
、
何
が
何
で
も
「
い
い
で
す
」
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

で
す
」
で
間
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
、
ミ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
招
き

か
ね
な
い
。 

京
都
外
国
語
大
学 

日
本
語
学
科
教
授 

中
川
良
雄 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ９ 

あたらしい 

なかまです。 

アーイ（タイ） 

たくさんいらっしゃるので

４ページに続きます。 

ス カイセン 

（中国） 

スリスダ タンテージャ  

（タイ） 

チャン ディンタン 

（ベトナム） 

オン ヴィンシン 

（マレーシア） 

グェン ゴック  

フック（ベトナム） 

グェン フィン 

ドゥォック（ベトナム） 

ティッパラ  

バンウィサー（タイ） 
ファム ヴァン 

マイン（ベトナム） 

ブィ ティ フォン

（ベトナム） 

プシ ラハユ 

（インドネシア） 
ホアン トゥアン 

（ベトナム） 

ブィ ティエム 

フォック（ベトナム） 

ホァン ヴァン 

マイン（ベトナム） 



2 

 

 
 

   

 

 

 
昨年は雨のため中止になったお花見ですが、今年は恵まれました。 

3/31（土）、この日はまずぴったり満開時期と合致しました。さらに晴天に恵まれ暑くも寒

くもなく絶好のお花見日和だったのです。 

 

 今年は、行先を変え琵琶湖疎水沿いの桜並木を見に行くことにしました。 

午後 1時に草津駅集合、石山駅で京阪電車に乗り換え、三井寺駅で下車。駅のすぐ目の前

が琵琶湖疎水の桜並木です。 

 先生8名、生徒さん 8名とけっこう来ていただきました。 

 

 私を含めた高齢？の一部先生を除き参加

者の平均年齢が若いというのがわかり、天

気もいいしちょっと歩くコースにしてみよう

か、と考えました。 

 琵琶湖疎水沿い→三井寺外周（中には入

らず）→長等神社→長等公園→峠まで登っ

て降りて→浜大津まで。 

 ここで京阪電車で帰る帰宅組ともう少し

散歩したい組とに分かれました。散歩組は

浜大津港周辺を散策し、そこからさらに歩い

て JR大津駅まで行って帰路につくという

コースでした。 

 

生徒さんの何人かに聞くと、この日歩い

た付近には初めて来たとのことで、お花見

以外でも楽しんでもらえたかな、と思いま

す。 

 

  

草津駅に帰ってきたのは夕方4時半ごろ、いや

～けっこう歩いたと思います。参加された皆様、

お疲れさまでした。土曜日の夜はぐっすり    

眠れたのではないでしょうか。 

                                            

（豊村信良） 

 

 

 

 

 

 



3 

 

１年間おつかれさまでした 

４月１日（日）「ごきげんさん」にて 

１７名参加 

例年は総会後におこなう懇親会ですが、今年はゆっくり語り合おうと

いうことで、４月１日（日）に実施しました。草津駅前から送迎バスで

栗東の「ごきげんさん」というお店

へ。途中、川沿いに見える桜並木のき

れいなこと！「ごきげんさん」という

楽しげな名前から炉端焼きかと思いき

や、山あいのしずかな川魚料理のお店でした。テーブルの前には囲炉裏があり、赤こ

んにゃく、生麩、イワナをあぶっていただきます。美しい八寸料理、山菜の天ぷら、

柚子丸ごと投入の雑炊、イチヂクジャムのせアイスクリームまで、おいしくいただき

ました。 

 

 さて、いただきながらのみなさんのひとこと。各自の入会し

たころのこと、そして近況、日ごろは忙しくてできないお話を

ゆっくりお聞きすることができました。印象に残ったのは「昔

のオリーブはもっと熱かった」ということ。スタッフと学習者

の距離も近く、教室が終わってもなかなか帰らず、まちセン前

でながながとしゃべり、それからみんなで居酒屋へ行くこと

も。特に「生たまご事件」にはびっくり！（まちセン前で遅く

までしゃべりすぎ、「うるさい！」と向かいのホテルの上層階

から生たまごを投げつけられた） その当時に比べれば、平穏

な今のオリーブですが、情熱はおとろえていません。「これか

らもっとこんなことをしていきたい」と積極的な抱負（決意表

明？）もありました。誰かを支えるつもりで始めた活動に、気づ

いたら自分が支えられている、それがボランティアのよさだなと感じました。 

 

 ところで、教室名はなぜ「オリーブ」なのでしょう？と、恩地さんにお聞きしました。草津市の市の花は「キンモ

クセイ＝fragrant olive」ということで「オリーブ」にしたそうです。聖書のノアの箱舟のお話で、洪水後の世界の

水が引いてやっと陸地が現れたことを教えてくれたオリーブの小枝。平和と連帯と再生の象徴です。（創立時は、日

本人のポルトガル語教室「ポパイ」もあっ

たそう。） 

 もうすぐ創立２５周年。オリーブはまだ

まだ成長し続けます。（福井） 

 

 

 

 

串
に
さ
さ
れ
て
も
ピ
ン
ピ
ン
動
く
イ
ワ

ナ
。
痛
い
よ
ね
、
ご
め
ん
ね
。 

で
も
、
お
い
し
か
っ
た
よ
。 

これはオリーブ、じゃなくて、満開

だったシデコブシの花 
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今月の活動予定(４月)  

 

 

          

 

 

 

 

 

●日本語教室の(M)は定例ミーティング   ●（  ）内は参加者または 参加予定者。敬称略 

                           
 

 

   

 

 

 

                                                    

                             

     

 

 

 

 

 

  

                                                                                                               

 3/3 3/10 3/17 3/24 3/31 

生徒 44 38 50 38 32 

先生 23 23 25 23 24 

会員の動き（３月） 

〈退会〉 福井 佑輔さん 
      富山県に転勤されました。「また滋賀に帰

ってきたらぜひオリーブに戻ってきたい」

との言葉。待ってますよ～ 

 

〈入会〉 岩城 勘一さん 

日本語教室 3/3(M),10,17,24,31（5回） 

まちせん周年イベント 3/3（土） 

（前田 田中 花岡 福井） 

ＢＮＮスピーチ大会  3/4（日） 

         （内田幸、後藤、豊村、永井） 

まちセン施設部会     3/16(金) （前田） 

 

日本語教室  4/7(M),14,21（３回） 

ＫＩＦＡ理事会 4/10（火）（恩地） 

まちセン全体会  4/20(金)  （前田） 

ＫＩＦＡ総会    4/21（土）（恩地） 

先月の活動（3月）  

滋賀に住んで８年になりますが、

外国人の方の多さに驚きました。

資格や指導経験はありませんが、

少しでも皆さんのお役に立てれば

幸いです。 

あたらしい なかま 
（１ページに続く） 

 

ム
ハ
マ
ッ
ド 

ウ
ル
ル 

ア
ズ
ミ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
） 

陳 

澤 

（
中
国
） 

崔 

紅
（
中
国
） 

レ
ー 

テ
ィ
エ
ン 

コ
ア 

 

（
ベ
ト
ナ
ム
） 

ＪＬＰＴ 合格しました！ 

             （前号に続いて掲載） 

★Ｎ２合格 周穎さん 

            先生たちのおかげ 

で、日本語の基礎をしっか 

り勉強して、Ｎ２に合格し 

ました。今度はＮ１をもっ 

と努力して合格したいと思 

います。 

（編集後記） 

 私の友人から手作りの冊子が送られてきまし

た。これで７冊目。今回は「サンゴ礁の国 ニ

ウエ」の旅行記。人口１５００人の国らしいで

す。中年になってから旅の病にとりつかれ、ニ

ウエで７３か国目、特にまだ日本で旅行記の出

版されていない小さな国の旅行記を書くのが趣

味だそうです。 

 著者のジョージ石井さんとは昨年のフィリピ

ン旅行で知り合いましたが、かわいい挿絵もそ

の時できた友人の作です。薄くて読みやすいの

に、物価の比較や歴史、地理、アプローチの仕

方など、なかなか要領よくまとまっています。 

 こんな楽しい本、私だけのものにしておくの

はもったいない。よろしかったらお貸ししま

す。しばらく毎週持っていきますから声をかけ

てください。１時間で読めます。（福井） 


